
具体的方策
主
担
当

【評価指標】
＜成果指標＞＜努力指標＞

＜満足度指標＞

【評価の根拠】
達成度判断基準

取組状況
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価

学校関係者評価者
による意見

今後の改善策

①情報共有を充実さ
せ、主任等を中心とした
同僚性・専門性を活かし
研修・協働する中で、教
員の資質能力の向上を
図る。

教
頭
・
教
務

〈成果指標〉
主任層のリーダーシップのも
と、各分掌と学年が縦横の連
携を図り、教員が資質能力を
高め、組織的な学校づくりを行
う。

〈教職員アンケート〉
学校経営ビジョンを理解し、必要
な情報を共有し連携を図り、一
人一人が資質能力を高めて組
織としての高まりを実感している
か。

◇主任層が、校長ヒアリング等を通
して学校経営ビジョンの理解を深
め、学校全体で情報の共有や意思
疎通を図ってきた。若手を中心とし
て研修も行い資質向上にも努めて
いる。組織としてすべてが充分とは
いえないが、高まりは見られる。

Ａ

②「気づき」を基に、常に
改革・開発の意識でカリ
キュラム・マネジメントを充
実させ、自身の働き方を
見直し業務の改善・効率
化に努め、ワークライフバ
ランスの実践を図る。

教
頭
・
教
務

〈努力指標〉
学校行事等の機会を捉えて成
果や課題の検証を行い、より
よくすることに努めたり、見通
しを持ち勤務時間の短縮に努
めたりしている。

〈教職員アンケート〉
常に課題意識を持ち、周囲に
伝えながらよりよい学校づくり
に参画し、見通しを持ち効率
的に業務を行い、勤務時間を
短縮できたか。

◇課題意識はあるが、辰人ロード
マップを活用し、改善に努めよりよい
学校づくりに参画しようとする意識に
停滞が感じられる。勤務時間の短縮
もまだまだ進まず、見通しを持ち効
率的に業務を行うことに課題が見ら
れる。

Ｂ

③安全対策や危機管理
の意識と指導力を高
め、いじめや不登校等
に対し組織として計画的
に未然防止に取り組む
とともに対応を迅速に行
う。

生
徒
指
導

〈努力指標〉
情報交換を密に行い、各主任
や担任・学年会が縦横の関係
でいじめ・不登校に対し組織
的に対応している。

〈教職員アンケート〉
情報の共有化が密にできてお
り、いじめ・不登校傾向にある
生徒に対し、未然防止や早期
の適切な対応ができたか。

◇教育相談の会を毎週行い、情
報を共有して方針等の確認を行
い、組織的な対応に努めている。
◇問題への早期対応も意識でき
ており、不登校傾向の生徒は多い
が、完全不登校の生徒はいない。

Ａ

①教科と総合的な学習の
時間の学びを往還させ
て、「主体的・対話的で深
い学び」を目指した授業を
展開する中で、授業を
コーディネートする力を高
め、授業改善を図る。

教
務
・
研
究

〈努力指標〉
各教科および総合的な学習の
時間で、生徒の思考を促す工
夫を行い、まとめと振り返りを
充実させ、主体的･対話的で
深い学びを実現する。

〈教職員アンケート〉
〈生徒アンケート〉
生徒自身に、思考・判断し表
現させることを積極的に行って
いるか。生徒が学びの高まり
を実感しているか。

◇各教科で振り返りの視点につい
て研究を進め、まとめと振り返り
の充実を意識した実践を行った結
果、生徒の実感として、学びの高
まりについての成果が現れ始めて
いる。

Ａ

②教師も生徒も「授業の
辰人スタイル」を身に付
け、生徒の自ら学ぶ積極
的な態度を育てるととも
に、生徒全員が「わかる・
できる」ように工夫・配慮さ
れた授業を創る。

教
務
・
研
究

〈満足度指標〉
「授業の辰人スタイル」を意識
した授業を行い、場面を逃さ
ずにほめ、生徒全員が「わか
る･できる」と実感できる授業を
創る。

〈教職員アンケート〉
〈生徒アンケート〉
自ら学ぶ積極的な態度が身に
つき、授業がわかり、できるよ
うになった実感があるか。

◇教師と生徒の感覚の間にギャッ
プが見られる。「わかる･できる」と
実感できる授業づくりのために、
授業における手立てを生徒の思
考の流れにマッチさせるなど、生
徒の学びを中心に据えた授業改
善を推進していく。

Ｂ

③学びのPDCAを構築し、
計画的、組織的に学力の
検証と学びの改善を重
ね、基礎的知識・技能の
定着と、これらを活用する
思考力・判断力・表現力を
育成する。

教
務

〈成果指標〉
辰人ロードマップを活用し、
様々な面から思考力・判断力・
表現力の向上に努めている。

〈教職員アンケート〉
PDCAサイクルを実施し、学力
の検証・改善がなされ、様々な
面での学力の向上に表れてい
るか。

◇学力の検証と学びの改善につ
いて、学力調査などの機会を捉え
た検証や改善策の検討は行って
いるが、日常的な授業への結び
つきや学力の顕著な向上にはま
だまだつながっていない。

Ｂ

①考え話し合う道徳の
授業の一層の充実を図
り、他者とともによりよく
生きるための基盤となる
道徳性を養う。

研
究

〈満足度指標〉
中心発問を吟味し、言語活動
を通して生徒の道徳的価値を
深めようとしている。

〈生徒アンケート〉
道徳の時間では自分の考えを
友達と交流し、いろいろな角度
から考えを深めることができた
か。

◇生徒の道徳的価値を深めるた
めの教師の手立ては、研究を進
めていた頃より後退している感が
あり、新たな方策の必要性がある
が、生徒にとっては、考え話し合う
道徳は定着し、良い実感を伴って
いる。

Ａ

②生徒会活動やボラン
ティア活動を通して自
治・自浄の能力を高める
とともに、他のために役
立つ自己を実感させる。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
生徒会活動やボランティア活
動に積極的に取り組み、開発
的生徒指導を行っている。

〈生徒アンケート〉
生徒会活動やボランティア活
動が活発で、自己有用感が高
まっているか。

◇先輩の良き伝統を引き継ぎ、生
徒会活動やボランティア活動への
参加意識は高く、人の役に立ちた
いと考える生徒も多い。

Ａ

③級友との関わりや集団
の中での自分の役割を果
たすことを通して自己肯
定感を高められるよう、認
め合える温かな学級づく
りをめざす。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
生徒指導の三つの機能を意
識し、学習集団、生活集団とし
ての機能を高める学級づくり
に努めている。

〈教職員アンケート〉
〈生徒アンケート〉
Ｑ－Ｕアンケート結果や生徒
面談を活かし、親和的な学級
づくりに努めているか。生徒の
自己肯定感が高まっている
か。

◇教師は、Q-Uアンケート、生徒
理解面談の工夫やシェアリングタ
イムの活用など、日常のかかわり
も通して親和的な学級づくりに努
めている。
◇自己肯定感の高まりについて
は、学年により開きがあることが
課題である。

Ｂ

①保健体育の授業・体
育的行事・部活動を中
心に体力を高めるととも
に、たくましい身体、ね
ばり強い精神力及び親
和的な人間関係を育
む。

保
健
美
化

〈成果指標〉
保健体育の授業や体育的行
事、部活動を通じ、体力を向
上させ親和的な人間関係を育
み、粘り強く努力する心づくり
に努めている。

〈各種調査〉身体計測・スポー
ツテストの結果が向上している
か。
〈教職員アンケート〉
生徒が仲間と励まし合い粘り
強く努力する姿は向上してい
るか。

◇入学時の体格は小柄であるが、３
年時には県平均を上回る程度にま
で成長している。スポーツテストの結
果では、能力に偏りが見られる。
◇行事や体育の授業を通して人間
関係を深められているが、積極的に
その関係を広げることに課題が見ら
れる。

Ｂ

②生徒の不安や悩みを迅
速に把握し、解消できるよ
うに相談体制や居場所を
充実させ、困り感のある
生徒には個に応じた配慮
を工夫する。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
教育相談体制を充実させ、生
徒の実態を把握・共有し、問
題の解消に努めている。

〈保護者アンケート〉
学校は、不安を持っている生
徒や困っている生徒の実態を
把握し、問題の解消に努めて
いるか。

◇不十分だと感じている保護者も
見られるが、学校は、教育相談の
会を活かすなど体制づくりは進ん
でおり、取り組みに対する教職員
の意識も高まっている。

Ａ

③家庭と連携してイン
ターネットのルールを徹
底するとともに、家族の
だんらんや起きる時間、
寝る時間、学習時間を
確保するなど望ましい生
活習慣の確立を図る。

生
徒
指
導

〈満足度指標〉
家庭と学校の連携力が高ま
り、家庭のネットのルールが守
られ、良い成果が出てきてい
る。

〈保護者アンケート〉
ネットトラブルやネット依存防
止のために、フィルタリングや
ルール作りを行っているか。
〈生徒アンケート〉
時間の３点確保を行い、望まし
い生活習慣が確立できたか。

◇学校での呼びかけや講演会な
どを通して、時間の３点確保を意
識している生徒や、フィルタリング
やルールづくりを行っている保護
者が昨年よりも増え、意識は向上
している。

Ｂ

①地域の特色を積極的
に学習に活かす中で地
域の未来や、社会貢
献、自分の生き方を考
える等、教育活動の更
なる充実を図る。

教
務
・
研
究

〈努力指標〉
地域のヒト・モノ・コトを活用
し、地域や自分の在り方を考
え、社会貢献できる生徒づくり
に努めている。

〈教職員アンケート〉
キャリア教育の視点を持ち、地
域を生かした教育活動が行えた
か。
〈生徒アンケート〉
地域とのつながりを考え、地域
の方々や先生から学ぶことがで
きたか。

◇総合的な学習の時間の課題研
究において、外部講師として地域
人材を活用することが多かったた
め、教職員、生徒ともにアンケート
結果は良好である。外部講師バン
クとして記録し、今後も取り組みを
継続する。

Ａ

②積極的に有効な情報
提供に努め、「開かれた
学校」をめざして、地域
や保護者の声を大切に
した信頼される学校づく
りを推進する。

教
頭
・
教
務

〈努力指標〉
学校からの通信やホームペー
ジ、メール配信システムを適
確に活用している。

〈保護者アンケート〉
通信やホームページに目を通
し、学校の情報を把握している
か。

◇学校だより、学級通信の他、情
報発信のために学校はこまめな
ホームページの更新に努めてい
る。昨年と比較して保護者アン
ケートの結果も上向きであるが、
早期の発信ができないこともあ
り、充分とはいえない。

Ｂ

令和元年度　　能美市立辰口中学校　学校評価 　　　

重点目標
（めざす姿）

1

組
織
的
な
学
校
運
営

○勤務時間の短縮
について、時間が
長くなる原因には
何があるのか。時
間がどれだけあっ
ても足りないという
のが先生の本音だ
ろうが、自分の経
験から子どもにとっ
ては、先生との触
れあいが一番心に
残る。子どもと向き
あう時間を大切に
考えて欲しい。

◇若手研修に中
堅・ベテランも参画
することで、学校運
営に対する意識を
高め、組織力を高
める。
◇勤務時間の短縮
について、先を見
通して優先順位を
つけ効率的に仕事
を進めるために、Ｏ
ＪＴなどを大事にす
る。
◇シェアリングタイ
ムなどを活かし、よ
り一層の親和的学
級づくり、生徒の心
の居場所づくりに
努める。

2

確
か
な
学
力
の
育
成

（
知

）

○全国学力・学習
状況調査の生徒質
問紙の結果から、
家庭学習時間が少
ないのに学力は全
国や県の平均と変
わらない。授業で
しっかり力がついて
いるということ。家
庭学習の時間が増
えるともっと伸びる
のではないか。

◇振り返りについ
ては、次年度も学
校研究で取り組
む。評価の観点が
変わることへの準
備とともに、振り返
る活動の質をさら
に高めていく。
◇「わかった・でき
た」を生徒が実感
する場面づくりとし
て振り返りを意識
し、生徒が自分の
成長をメタ認知でき
るようにしていく。
◇学力の向上のた
めに、学校研究を
通した授業改善と
辰人ロードマップを
活用した教科間の
学びのつながりを
深めていく。

3

豊
か
な
心
の
育
成

（
徳

）

○自己肯定感をを
高めるため、褒め
ることを行いなが
ら、その後にどうな
りたいかを考えさせ
るなど、次へつなげ
ることを大切にする
とよい。
○道徳のアンケー
ト結果も良くて嬉し
い。心を育てていっ
てほしい。
○先生方がよく考
えられていること
を、家庭や子どもた
ちともっと共有でき
るとよい。

◇道徳の教科化に
より、評価も始まっ
た。組織的に道徳
の授業を推進する
ため、校内研修等
の機会をつくり、授
業者としての学び
を深めていく。
◇各種生徒会活動
やボランティア活動
がマンネリ化しない
ように実態に即した
改善を意識してい
く。また、生徒自身
に考えさせ、行動さ
せる活動も推進し
ていく。

4

健
や
か
な
心
身
の
育
成

（
体

）

○アンケート結果
の肯定的なもの、
良くないもの、どち
らを捉えて次への
ステップとするの
か。子どもたちは褒
められれば嬉しくて
伸びる。良いところ
を見て、１週間先も
２週間先も褒めるこ
とで伸ばしてほし
い。
○先輩を呼んで話
を聞く経験は、大変
良いことなので続
けてほしい。

◇体育の授業や部
活動を通して、生
徒同士のかかわり
や粘り強く努力する
姿勢を高め、教師
が認め褒める場面
づくりを意識してい
く。
◇教師がアンテナ
を高くし、生徒の小
さな変化を見逃す
ことなく、より一層
情報交換を密にし
ていく。
◇ネットトラブル防
止に向けた親子向
けの講演会等を継
続し、家庭での意
識の向上に努め
る。

5

家
庭
や
地
域
と
の
連
携

○学校が子どもた
ちのことを考えてい
ろいろな体験がで
きるようにし、自分
のフィルターを通し
て感じることをを大
切にしている。保護
者の子どもへの接
し方が変われば、
先生方の取組が
もっと生きるので、
親へのアプローチ
も大切にするとよ
い。

◇授業のねらいに
沿うような外部講師
の活用の仕方につ
いて考えていく。
◇キャリア教育の
視点を明確にする
ため、課題研究の
オリエンテーション
などで、生徒と意図
を共有していくこと
が必要。
◇学校として、一層
スピード感のある
情報の発信に努め
ていく。


